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図９は、典型的な PSD の位置調整過程と結果で
ある(参考として原点を中心とする 3 つの同心円を描
く)。初期位置(調整 1 回目)の点 (－7.2 m、10.5 m) 
にあった PSD が、続く 4 回の調整で原点に徐々に近
づき、半径 2 m の円内に PSD 中心が調整された
ことを示す。 

図１０に、32 台の PSD の位置調整をおこなった
時の PSD 中心位置散布図を示す。 

グラフ中央の原点は PD 中心であり、縦軸、横軸
は垂直、水平方向の原点からの距離をそれぞれ示す。 

青色のプロットは、粗調整としてのレーザーによ
る位置確認なしに初回の位置調整をおこなった PSD
中心位置である。 

赤色のプロットは、位置確認と調整を繰り返しお
こない(平均 5 回)、高精度に位置調整された後の
PSD 中心位置を示す。中央の点線で書かれた円は直
径 4 m である。 

6. まとめ 
本稿で述べた手法で PSD の位置を調整すること

により、PD の中心から約2 m の範囲内に PSD の
中心を揃えることが可能である。 

この手法は、水平と垂直の 2 軸方向に調整できる
が、PSD の傾きを調整することができない。テスト
ベンチの PD 固定治具に、水平と垂直に精度よく移
動させる機構を付加して、傾き補正の手法の導入を
今後の課題としたい。 

7. 謝辞 
PSD の精密位置取り付け方法に関して様々な助

言と協力をいただきました飯野陽弼氏に感謝の意を
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図１０：位置調整後の PSD 中心位置(32 台分) 
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